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1. はじめに





が王国を治める固定的な国境 (boundary) 2)を持った国家であったが（図 1 参照）、前述の意味



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































違反例 4 は漂着中国船の積荷を王府が買い取った事例（1825 年）である。久米士 36) の奥
間里之子親雲上 37)（毛有増）の家譜には「難民 38) の貨物を公買するために、命を受けて、総
官役 39) と兼ねて公買の勤める係となり、よく職務を務めて褒書を賜った。（因公買C 民貨物、
































































2) より厳密には、極めてバウンダリー的な国境を有していたと言える（註 3 参照）。
3) ブルース・バートンは、政治地理学における国境（≒政治的境界）とはバウンダリー (boundary)
とフロンティア (frontier) という二形態を有し、前者が一次元の線 (line) であるのに対し後者は二
次元の地帯 (zone) であると整理している（ブルース・バートン『日本の「境界」』青木書店、
2000、23 - 24 頁）。
4) 中国人は国内的な社会・政治秩序と同様の原則を国外的に表現することで対外関係を捉える傾向
にあり、このような対外関係は中華主義の概念と中国の優越という前提に特徴付けられた、階層
的かつ不平等なものであった。このアジアにおける国際秩序を Fairbank は「中国型世界秩序 (the
Chinese world order)」と呼んだ (Fairbank, John K.1968 “A Preliminary Framework”, in Fairbank,
ed., The Chinese World Order. Cambridge,MA.: Harvard University Press, 1968, p.2.)。トビはこれを
「華（すなわち中国人）と夷とを二分する『華夷秩序』や、『朝貢体制』とか『冊封体制』と比べ
て価値判断から自由な言葉である」と評価している（ロナルド・トビ『近世日本の国家形成と外
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and Politics. Honolulu：University of Hawai’i Press,  1999, p.156.
11) 豊見山和行「複合支配と地域　従属的二重朝貢国・琉球の場合」濱下武志・川北稔編『地域の世












16) 渡辺美季「清代中国における漂着民の処置と琉球 (1)」『南島史学』54、1999 年。同「清代中国に
おける漂着民の処置と琉球 (2)」『南島史学』55、2000 年。
17) 瀬戸口律子『白姓官話全訳』明治書院、1994 年、208 - 211 頁。







22) 「三平等兼題文言集（琉球史料 141）」那覇市企画部文化振興課編『那覇市史』資料篇第 1 巻 11
琉球資料（下）、1991 年、211 - 213 頁。









方経済史料』第 10 巻、近世地方経済史料刊行会編、1932 年、369 - 370 頁）
25) この時の年頭使は毛氏座喜味親方盛秀（横山重編『琉球史料叢書』第四巻「中山世譜附巻」東京












597 - 598 頁（以下『評定所』①と略記）。
30) この手続きに関しては渡辺前掲論文（2002 年）19 頁を参照のこと。
31) 『評定所』①、598 - 599 頁。
32) 『評定所』①、599 頁。
33) 「魏姓家譜（楚南家）」（那覇市企画部市史編集室編『那覇市史』資料篇第一巻六家譜資料二、同





38) 福建省商船（乗員 38 人）
39) 漂着民を清へ送還する護送船の役職の一つ。
40) 「毛氏家譜（垣花家）」（那覇市企画部市史編集室編『那覇市史』資料篇第一巻六家譜資料二、同
編集室、1980 年、946 頁）。
41) 毛氏家譜小宗六世致志の末尾に添付されていた毛良弼の「履歴」（沖縄県公文書館影印本）。また
後日、垣花稔氏より「履歴」の写を賜った。記して深謝申し上げる。
42) 履歴書の書き手（毛良弼）のこと。
43) 1824 年に漂着し、該事例の中国人漂着民と共に護送船で清に送還された朝鮮人漂着民を収容して
いた泊村の仮小屋のことを指していると思われる。
44) 家譜は該当家の他に、王府に一部保管されていたが、これを薩摩側（在番奉行など）が検閲する
ことはまず無かったと考えられる。（田名真之氏の御教示による。）
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